
 

雪遊び R3.1.6 

午前中、ふと空を見上げ

るとちらちらと舞う白い

ものが・・・ 

「雪だ！！」 

積もるかな？遊べるか

な？雪だるま作りたい

な！ 

子ども達の期待が高まり

ます。 

さぁこの後どうなるのか

な？ 

冷たいけど

楽しい！ 

午睡明け、窓を見ると・・・真っ白！！！ 

外に出たいな、出れるかな？子ども達の気持ちが伝わってきま

す。 

「外に出ちゃおうか！」の声に「やったーーー！と嬉しそうな

声。 

園庭に飛び出す子、そーっと慎重に出る子と様々です。 

雪が顔にかかる～ 

「あっちに行ってみようよ！」 

歩いていくと・・・ 

「なんだかゴリゴリ音がするよ！」 

雪を踏みしめる音と感触をそう表現したＩくん。 

「みんなで歩いてみようよ」とずんずん進みま

す！ 

あ～～ん・・・ 

どんな味かな

ぁ 

お兄さんが口を開けているのを見て真似っこ。 

「口の中に雪入るかな？」 

「目に入るよー」 

「一緒にやってみよう！」 

「・・・・・あっ、雪が入った！！」 

「おいしい～～♡」 

 

友だちと「楽しい」を共有する瞬間です。どん

なことでも友だちと一緒なら楽しい！もっと

やってみたい！！ 

思いがけない贈り物に大喜びだった子ども達。 

冬ならではの体験に心躍り、かけがえのない時間を過

ごしたことと思います。雪に触れる、見る、感じる、

遊ぶ。全身を使って吸収した子ども達、次はどんな事

をするのかな？とても楽しみです。 


